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村
で
は
「
千
早
赤
阪
村
避
難
行
動
要

支
援
者
支
援
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
、
災

害
発
生
時
に
自
主
避
難
が
困
難
で
、
避

難
に
あ
た
っ
て
特
に
支
援
を
必
要
と
す

る
人
を
対
象
に
「
避
難
行
動
要
支
援
者

名
簿
」
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

　

災
害
時
に
避
難
支
援
を
迅
速
か
つ
的

確
に
行
う
た
め
、
避
難
支
援
等
関
係
者

に
、こ
の
名
簿
の
情
報
を
提
供
し
ま
す
。

　

対
象
者
に
は
１
月
中
旬
に
案
内
を
送

付
し
て
い
ま
す
。

　

提
出
が
お
済
み
で
な
い
人
は
、
同
封

の
関
係
書
類
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

健
康
福
祉
課
ま
で
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

○
対
象
者
（
在
宅
の
人
の
み
）

・
65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
の
人

・
70
歳
以
上
で
構
成
さ
れ
る
世
帯
の
人

・�

要
介
護
３
以
上
の
判
定
を
受
け
て
い

る
人

・�

身
体
障
害
者
手
帳
１
級
・
２
級
の
交

付
を
受
け
て
い
る
人

・�

療
育
手
帳
Ａ
の
交
付
を
受
け
て
い
る

人
・�

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
の

交
付
を
受
け
て
い
る
人

・�

そ
の
他
、
自
力
で
避
難
が
困
難
で
支

援
を
希
望
す
る
人

〈
問
い
合
わ
せ
〉
健
康
福
祉
課
（
福
祉
）

地域おこし協力隊とは

　人口減少や高齢化が進む地方自治体が都市住民を受け入れ、地域おこしの担い手になってもらうという
ものです。隊員はほかの市町村から移り住み、最長３年間の任期で地域資源の発掘や地域おこし活動、コミュ
ニティ活動などを通して、最終的には地域への定住をめざします。この取組みでは、総務省から活動費な
どの支援を受けることができます。
　村でも４月から上地正幸さんと菅原裕己さんの２名が、地域おこし協力隊の隊員として着任されました。
今後様々な方面で地域の活性化に取り組んでいきます。

　２人の活動は、これから始まります。まだまだ手探りの状態ですが、地域を元気にするため、もっと魅
力のある村にするために、住民の皆さんの温かいご支援をお願いします。活動の状況は、広報誌やホームペー
ジなどを通じてお伝えしていきます。

〈問い合わせ〉人事財政課地域戦略室

上地　正幸（49歳）
【主な活動】
・棚田の保全、耕作放棄地の防止解消
・農業体験イベントの開催
・�棚田風景のＰＲ及び都市住民との交流

など

菅原　裕己（37歳）
【主な活動】
・�古民家を活用した地域の魅力創出・
集落維持・活性化事業

・間伐材を利用した木育事業　　　　
など

（左）上地正幸さん　（中）松本村長　（右）菅原裕己さん

災
害
時
の「
避
難
行
動

要
支
援
者
名
簿
」作
成

に
ご
協
力
を

地域おこし協力隊を紹介します
大阪府内

初！
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住
民
生
活

個
人
情
報
が
狙
わ
れ
て
い
ま
す
！

　

私
た
ち
の
個
人
情
報
が
知
ら
な
い
間
に
不

正
に
取
得
・
売
買
さ
れ
て
い
る
実
態
が
あ
る

こ
と
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。

　
「
私
に
は
関
係
な
い
」「
実
害
は
な
い
の
で

は
」と
思
う
人
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

誰
に
で
も
起
こ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
不

正
に
入
手
さ
れ
た
情
報
は
、
結
婚
や
就
職
の

際
の
身
元
調
査
や
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
な
ど
に

利
用
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
住
民
票
な
ど
の
不
正
請
求
お
よ
び

不
正
取
得
の
早
期
発
見
や
防
止
を
す
る
た
め
、

代
理
人
や
第
三
者
の
請
求
で
、
住
民
票
や
戸

籍
謄
本
な
ど
を
交
付
し
た
と
き
、
事
前
に
登

録
す
る
こ
と
に
よ
り
、
交
付
事
実
を
本
人
に

通
知
す
る
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

事
前
登
録
で
き
る
人

　

本
村
に
住
民
登
録
・
本
籍
が
あ
る
人

登
録
に
必
要
な
も
の

　

窓
口
に
来
る
人
の
本
人
確
認
書
類
（
運
転

免
許
証
、
旅
券
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
な
ど
）、

代
理
申
請
の
場
合
は
委
任
状
と
登
録
者
本
人

確
認
書
類

通
知
内
容

　
「
交
付
年
月
日
」「
交
付
し
た
証
明
書
の
種

別
お
よ
び
通
数
」「
交
付
請
求
者
の
種
別
（
代

理
人
か
第
三
者
か
の
別
）」
を
通
知
し
ま
す
。

　

詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
住
民
課
（
戸
籍
）　

　

住
民
課
（
環
境
衛
生
）

子　

育　

て

子
育
て
支
援
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
事
業

　

出
産
前
後
の
体
調
不
良
や
母
親
な
ど
の
疾

病
な
ど
で
家
事
・
育
児
が
困
難
な
家
庭
に
ヘ

ル
パ
ー
を
派
遣
し
、
家
事
や
育
児
援
助
を
行

う
「
子
育
て
支
援
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
事
業
」
を

次
の
と
お
り
実
施
し
て
い
ま
す
。

対
象
者　

村
内
に
居
住
し
、
出
産
前
後
の
体

調
不
良
や
育
児
不
安
な
ど
に
よ
り
養
育
上
特

に
支
援
が
必
要
で
家
事
ま
た
は
育
児
が
困
難

な
家
庭
（
他
に
援
助
を
し
て
く
れ
る
人
が
い

な
い
家
庭
に
限
り
ま
す
。）

派
遣
回
数　

１
日
１
回
（
10
回
を
限
度
）

派
遣
時
間　

１
日
２
時
間
以
内

　
　
　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
５
時
ま
で

※�

年
末
年
始（
12
月
29
日
～
翌
年
１
月
３
日
）

を
除
く
。

援
助
内
容

○
家
事
に
関
す
る
援
助

・
食
事
の
準
備
お
よ
び
後
片
付
け

・
衣
類
の
洗
濯
や
補
修

・
居
室
な
ど
の
清
掃
、
整
理
整
頓

・
生
活
必
需
品
の
買
い
物

○
育
児
に
関
す
る
援
助

・
授
乳

・
お
む
つ
交
換

・
沐
浴
介
助

・
適
切
な
育
児
環
境
の
整
備

費
用　

無
料

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

　

健
康
福
祉
課
（
福
祉
）

公共施設のごあんない

千早赤阪村役場� ……☎�0081
小吹台連絡所� ………☎�7600

防災行政無線テレホンガイド�
� ………☎�1388

くすのきホール（教育委員会事務局）
•教育課… ……………☎�1300
村立郷土資料館� ……☎�1588
B&G海洋センター�……☎�7183
学校給食センター�……☎�1112
いきいきサロン
•やまゆり… …………☎�7005
•くすのき… …………☎�1705
保健センター
•健康福祉課… ………☎�0069
•村国保診療所… ……☎�0038
•村社会福祉協議会………☎�0294
金剛山ロープウェイ
•千早駅… ……………☎�0128
村営宿泊施設
•香楠荘… ……………☎�0321
富田林市消防署
千早赤阪分署� ………☎�1755

※�各施設の休館日については
お問い合わせください。
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産
後
ケ
ア
事
業
が
始
ま
り
ま
す

　

産
後
の
不
安
な
時
期
に
医
療
機
関
で
助
産

師
の
ケ
ア
が
受
け
ら
れ
る
、
産
後
ケ
ア
事
業

が
５
月
１
日
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

委
託
場
所　

富
田
林
病
院
お
産
セ
ン
タ
ー

対
象　

①
～
④
全
て
に
該
当
す
る
人

①
４
か
月
未
満
の
乳
児
と
そ
の
母
親

②
育
児
不
安
が
あ
り
支
援
を
必
要
と
す
る
人

③
家
族
か
ら
産
後
の
支
援
が
受
け
ら
れ
な
い
人

④
母
子
と
も
に
医
療
行
為
が
必
要
で
な
い
人

内
容　

赤
ち
ゃ
ん
の
体
調
管
理
・
赤
ち
ゃ
ん

の
お
風
呂
の
入
れ
方
な
ど
お
世
話
全
般
・
お

母
さ
ん
の
体
調
管
理
・
お
っ
ぱ
い
相
談
・
育

児
相
談
な
ど

費
用　

宿
泊
型
は
１
泊
３
食
付
５
４
０
０
円

日
帰
り
型
は
１
日
２
食
付
２
７
０
０
円

※�

非
課
税
世
帯
・
生
活
保
護
世
帯
は
減
額
あ

り　
　

申
込
方
法　

保
健
セ
ン
タ
ー
に
申
請

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

健
康
福
祉
課
（
健
康
）

　

住
民
課
（
環
境
衛
生
）

健　
　
　

康

成
人
歯
科
健
康
診
査
の
お
知
ら
せ

　

歯
の
損
失
は
、
物
が
食
べ
に
く
い
、
会
話

が
不
明
瞭
に
な
る
な
ど
、
健
康
で
明
る
く
豊

か
な
生
活
を
送
る
う
え
で
大
き
な
影
響
が
あ

り
ま
す
。
歯
周
疾
患
は
初
期
に
は
自
覚
症
状

が
乏
し
く
放
置
さ
れ
が
ち
で
す
。
早
い
時
期

に
口
の
中
の
健
康
状
態
や
歯
磨
き
の
状
況
を

確
認
し
、
む
し
歯
や
歯
周
病
の
予
防
を
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

実
施
期
間　

平
成
30
年
３
月
30
日（
金
）ま
で

時
間　

各
医
療
機
関
の
診
療
時
間
内

場
所　

村
指
定
医
療
機
関

　
　
　
（
富
田
林
歯
科
医
師
会
管
内
）

対
象　

４
月
１
日
現
在

　
　
　

40
・
50
・
60
・
70
歳
の
人

内
容　

問
診
・
口
腔
内
診
査
・
結
果
説
明

受
診
料　

無
料

受
診
方
法

　

申
し
込
み
を
し
た
人
に
は
、
受
診
券
な
ど

を
送
付
し
ま
す
。
そ
の
後
、
歯
科
医
院
に
電

話
で
予
約
し
、受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

す
で
に
申
込
み
さ
れ
て
い
る
人
は
早
め
に
受

診
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

　

健
康
福
祉
課
（
健
康
）

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
を
受
け
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？

　

ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
は
症
状
が
現
れ
に
く
く
、

気
づ
か
な
い
う
ち
に
肝
硬
変
や
肝
臓
が
ん
へ

と
進
行
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。そ
の
た
め
、

検
診
を
受
け
、
早
期
発
見
・
早
期
治
療
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

実
施
期
間　

平
成
30
年
３
月
30
日（
金
）ま
で

場
所　

次
の
委
託
医
療
機
関

・
村
国
保
診
療
所
（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

・
村
国
保
千
早
診
療
所

・
や
す
ら
ぎ
会　

植
田
診
療
所

時
間　

各
医
療
機
関
の
診
療
時
間
内

対
象
者　

次
の
①
～
③
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
人

①
平
成
29
年
度
中
に
満
40
歳
と
な
る
人

②�

平
成
29
年
度
中
に
満
41
歳
以
上
で
過
去
に

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
に
相
当
す
る
検
診
を

受
け
た
こ
と
が
な
い
人

③�

平
成
29
年
度
に
満
41
歳
以
上
で
特
定
健
康

診
査
な
ど
に
お
い
て
肝
機
能
検
査
に
異
常

が
あ
る
人

内
容　

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
は
血
液
検
査
で

次
の
項
目
に
つ
い
て
検
査
し
ま
す
。

①
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査

②
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査

受
診
料　

無
料

受
診
方
法　

申
し
込
み
を
し
た
人
に
は
、
受

診
券
な
ど
を
送
付
し
ま
す
。
そ
の
後
、
委
託

医
療
機
関
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

４
月
１
日
現
在
40
歳
の
人
で
、
４
月
末
に
個

別
郵
送
し
た
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
の
案
内
・

受
診
券
・
問
診
票
を
お
持
ち
の
人
は
申
し
込

み
は
不
要
で
す
。

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

　

健
康
福
祉
課
（
健
康
）　

　

住
民
課
（
環
境
衛
生
）

農
業
委
員
会

農
地
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

　

農
地
に
雑
草
が
繁
茂
し
た
状
態
と
な
っ
て

い
る
場
所
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
雑
草
を
放

置
す
る
と
、
近
隣
農
地
の
耕
作
な
ど
に
悪
影

響
を
及
ぼ
し
、
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
農
地
は
草
刈
り
・
除
草
を
行
い
、
適

正
な
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

農
業
委
員
会
事
務
局

　
（
観
光
・
産
業
振
興
課
内
）
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２人に１人はがんにかかると言われていますが、現代医学では不治の病ではなくなってきています。
まずは検診を受けて、早期発見・早期治療が肝心です。お早目に保健センターに申し込みください。

※上記の「受診できる回数」は集団・個別のいずれかになります（両方受ける事はできません）。
※乳がん・子宮頸がん検診は、昨年度受診していない場合は奇数年生まれでも受診できます。

●申し込み方法（集団・個別のいずれの検診も）
電話または窓口にて、４月１日から保健センターで申し込みを受け付けします。
集団検診を申し込みされた人には各検診日の約２週間前に予約票など詳しい案内を送付します。
個別検診を申し込みされた人には随時受付票・受診票などの必要書類を送付します。

●集団検診（実施場所：保健センター）※定員になり次第締め切ります。

※乳がん検診、乳がん・子宮がんセット検診は受付時間ごとの時間帯予約制です。
※検診日に介助の必要な人は事前に相談ください。

●個別検診【検診実施期間：５月１日（月）～３月30日（金）まで】
　〈指定医療機関（富田林医師会管内）〉

　〈がん循環器病予防センター〉

●検診の種類・対象者・実施方法・受診できる回数

検診の種類 対　象　者 実施方法 受診できる回数集団 個別
胃 が ん 検 診

受診日現在40歳以上の人
● ×

年度に１回大 腸 が ん 検 診 ● ●
肺 が ん 検 診 ● ×
乳 が ん 検 診 受診日現在、40歳以上の和暦で偶数年生まれの人 ● ● ２年（年度）に１回
子宮頸がん検診 受診日現在、20歳以上の和暦で偶数年生まれの人 ● ● ２年（年度）に１回

胃 が ん・
大腸がん・
肺 が ん・
結 核
検 診

検 診 日 ５月16日（火）・６月９日（金）・６月29日（木）・７月９日（日）の午前　
当日受付時間 午前８時30分～11時 定 　 　 員 各50人
内 　 　 容 〈胃がん〉問診・Ｘ線間接撮影　　〈大腸がん〉問診・便潜血検査

〈肺がん・結核〉問診・胸部Ｘ線直接撮影（喀痰検査は必要者のみ実施）
※大腸がん検診だけを受診する人で、当日本人が来られない場合は必ず相談ください。

乳がん検診

検 診 日 ５月19日（金）・７月４日（火）の午前
当日受付時間 〈40歳代〉午前９時30分　　〈50歳以上〉午前10時・10時30分・11時
定 　 　 員 〈40歳代〉各７人　　〈50歳以上〉各22人
内 　 　 容 問診 ･視触診 ･マンモグラフィ検査（40歳代は２方向、50歳以上は１方向撮影）
※次の人は村の集団検診は受けられません。主治医に相談の上、医療機関で受診してください。
　・妊娠中または妊娠の可能性のある人　　・授乳中の人
　・心臓ペースメーカーを装着している人　・豊胸術をしている人
　・立ったままの姿勢を保てない人　　　　・腕を上にあげられない人
　・ＶＰシャントを挿入している人　　　　・乳腺の治療中、経過観察中の人

子宮頸がん
検 診

検 診 日 ５月19日（金）・７月４日（火）の午後
当日受付時間 午後１時30分～３時 定 　 　 員 各55人
内 　 　 容 問診・視診・内診・子宮頸部細胞診（子宮体部細胞診は実施しません）

乳 が ん・
子宮頸がん
セット検診

検 診 日 ５月19日（金）・７月４日（火）の午後
当日受付時間 〈40歳代〉午後０時45分　　〈50歳以上〉午後１時15分・１時45分・２時15分
定 　 　 員 〈40歳代〉各６人　　〈50歳以上〉各22人
内 　 　 容 集団の「乳がん検診」「子宮頸がん検診」と同じ

大 腸 が ん
個 別 検 診

実施医療機関 村国保診療所（保健センター内・千早診療所）・植田診療所の３か所
内 　   容 問診・便潜血検査

乳 が ん
個 別 検 診

実施医療機関
／ 内　  容

いぬいクリニック／問診 ･視触診 ･マンモグラフィ検査
富田林病院／問診 ･マンモグラフィ検査

※マンモグラフィ検査は40歳代は２方向、50歳以上は１方向撮影
子宮頸がん
個 別 検 診

実施医療機関 あやレディースクリニック・斉藤ウィメンズクリニック・澤井産婦人科
富田林病院・たけい産婦人科・山村医院の６か所

内 　   容 問診・視診・内診・子宮頸部細胞診・（子宮体部細胞診は必要な人のみ実施可能）

セット検診
（胃・大腸・

肺・乳・
子宮頸がん

検診）

実施医療機関 がん循環器病予防センター（大阪市城東区森之宮）

内 　 　 容
〈胃がん〉問診・Ｘ線デジタル撮影
〈肺がん〉問診・胸部Ｘ線デジタル撮影（喀痰検査は必要者のみ実施）
〈乳がん〉問診 ･視触診 ･マンモグラフィ検査
〈大腸がん〉〈子宮頸がん〉個別の指定医療機関と同じ

を受け付けます

〈予約・申し込み・問い合わせ〉健康福祉課（保健センター）☎�0069（直通）・☎�0081（代表）
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税

軽
自
動
車
税
の
減
免
申
請
は

５
月
31
日
ま
で
に
！

　

身
体
ま
た
は
精
神
に
障
が
い
が
あ
り
、
歩

行
が
困
難
な
人
で
、
平
成
29
年
度
軽
自
動
車

税
の
減
免
を
申
請
さ
れ
る
場
合
は
、
５
月
31

日（
水
）ま
で
に
手
続
き
く
だ
さ
い
。

※ 

減
免
の
申
請
は
毎
年
し
て
い
た
だ
く
も
の

で
す
の
で
、前
年
に
減
免
と
な
っ
た
人
も
、

忘
れ
ず
に
手
続
き
く
だ
さ
い
。

※ 

申
請
に
は
、個
人
番
号
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）

の
記
載
が
必
要
で
す
。

　

個
人
番
号
カ
ー
ド
ま
た
は
通
知
カ
ー
ド
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
減
免
が
適
用
と
な
る
の
は
、
対
象

者
１
人
に
つ
き
１
台
で
す
。
す
で
に
、
普
通

乗
用
車
な
ど
の
減
免
を
受
け
て
い
る
人
は
、

軽
自
動
車
税
の
減
免
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
総
務
課
（
税
務
）

固
定
資
産
税
１
期
分
お
よ
び
軽
自
動
車
税
の

納
税
は
５
月
31
日
ま
で
に
！

　

税
金
は
納
期
限
内
に
次
の
場
所
で
納
税
く

だ
さ
い
。

　　

口
座
振
替
を
利
用
さ
れ
て
い
る
場
合
の
引

き
落
と
し
日
も
同
様
に
５
月
31
日（
水
）で

す
。
通
帳
残
高
を
確
認
く
だ
さ
い
。

　

車
検
に
必
要
な
納
税
証
明
書
は
、
納
税
通

知
書
と
一
連
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
納
税

証
明
書
の
領
収
印
が
あ
れ
ば
、
そ
の
ま
ま
証

明
書
と
し
て
使
用
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
前

年
度
ま
で
の
軽
自
動
車
税
が
未
納
の
場
合
は

使
用
で
き
ま
せ
ん
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
総
務
課
（
税
務
）

納税する場所

・役　　場

・小 吹 台
　連 絡 所

・�コンビニエ
ンスストア

金　融　機　関

・大阪南農業協同組合各支店
・りそな銀行各支店
・三菱東京ＵＦＪ銀行各支店
・三井住友銀行各支店
・南都銀行各支店
・近畿大阪銀行各支店
・関西アーバン銀行各支店
・ゆうちょ銀行、郵便局
　（近畿２府４県）

申請場所 役場総務課（税務）

申請期限 ５月31日（水）午後５時30分

申請に
必要な
もの

・運転免許証
・納税通知書
・印鑑
・個人番号カードもしくは通知
カード

・身体障害者手帳、療育手帳、
精神障害者保健福祉手帳また
は戦傷病者手帳など

■歴史講座■　前期（第１回～第４回）「中世の近畿、大坂、南河内」

※�講座日時や講演タイトルは、講師の都合上変更に
なる場合があります。
※�講座日時に変更があった場合は、受講登録者へ事
前に連絡します。
※�全ての講座を受講された人には、修了証を交付します。
時間　午後２時～４時
場所　くすのきホール２階会議室（エレベーター有）
定員　各回50人（受講登録者優先・先着順）

費用　１回400円　　受付　随時
※土曜日・日曜日・祝日を除く、午前９時～午後５時
備考　村外の人も受講できます。

〈申し込み・問い合わせ〉教育課�☎�1300　 �1400
※�電話・ＦＡＸの他、くすのきホール窓口や受講当
日の受付でも直接申し込むことができます。
※�登録の際は、郵便番号と住所、氏名、電話番号を
お伺いします。

回 講座日 タイトル 講　　師

１ ５月12日（金） 偽文書「椿井文書」にみる江戸時代の歴史学 大阪大谷大学文学部講師
馬部　隆弘　氏

２ ６月９日（金） 金剛山をとりまく信仰世界 阪南大学国際観光学部准教授
和泉　大樹　氏

３ ７月７日（金） 中世最大級の城、高屋城跡にせまる 羽曳野市文化財保護課参事
井原　稔　氏

４ ８月４日（金） 中世村落について
～河内長野市域の事例を中心として～

河内長野市ふるさと文化財課課長補佐
太田　宏明　氏

　後期（第５回～第８回）「河内の古墳文化」
回 講座日 タイトル 講　　師

５ ９月15日（金） 河内の前期古墳を考える 大阪市立大学大学院文学研究科教授
岸本　直文　氏

６ 10月13日（金） 古市古墳群の時代 藤井寺市世界遺産登録推進室長
山田　幸弘　氏

７ 11月10日（金） 百舌鳥古墳群の造営
－世界遺産登録の取組みの紹介を兼ねて－

百舌鳥・古市古墳群世界文化
遺産登録推進本部会議事務局

十河　良和�氏

８ 12月８日（金） 近つ飛鳥周辺の後・終末期古墳 大阪府立近つ飛鳥博物館副館長
森本　徹　氏

平成29年度村民大学歴史・博物館講座開講のお知らせ
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し
て
、来
年
は
別
の
学
校
を
探
せ
。」し
か
し
、

エ
リ
ン
は
逃
げ
な
か
っ
た
。

　

エ
リ
ン
の
教
育
実
践
の
中
で
、
こ
の
映
画

の
タ
イ
ト
ル
に
も
な
っ
て
い
る
有
名
な
も
の

が
、
一
人
ひ
と
り
が
ラ
イ
タ
ー
と
な
っ
て
自

分
の
生
活
を
綴
る
と
い
う
日
記
指
導
だ
。
エ

リ
ン
は
、「
過
去
の
こ
と
で
も
未
来
の
こ
と

で
も
構
わ
な
い
。
楽
し
い
事
や
悲
し
い
事
で

も
い
い
。
成
績
に
は
関
係
な
い
の
」
と
言
っ

て
生
徒
に
日
記
帳
を
渡
す
。し
ば
ら
く
し
て
、

生
徒
が
日
記
に
自
分
の
こ
と
を
書
き
始
め
る
。

Ｄ
Ｖ
家
庭
で
生
き
て
き
た
こ
と
、
冤
罪
で
少

年
院
に
入
れ
ら
れ
た
こ
と
、
難
民
キ
ャ
ン
プ

で
の
生
活
、虐
待
を
受
け
て
き
た
こ
と
、ギ
ャ

ン
グ
か
ら
抜
け
ら
れ
な
い
こ
と
。
そ
し
て
、

そ
れ
を
匿
名
で
交
換
し
た
り
、
対
面
で
読
み

あ
う
活
動
を
通
し
て
、
生
徒
は
学
級
が
自
分

に
と
っ
て
無
く
て
は
な
ら
な
い
居
場
所
、
家

族
の
よ
う
な
場
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ

い
て
い
く
。

　

互
い
の
思
い
を
聴
き
合
う
信
頼
関
係
の
中

で
、「
私
に
は
未
来
が
あ
る
。
私
は
人
生
を

変
え
る
こ
と
が
で
き
る
。」
と
宣
言
し
、
多

く
の
生
徒
は
大
学
へ
の
進
学
を
め
ざ
し
た
。

エ
リ
ン
は
、
彼
ら
の
日
記
を
ま
と
め
て
出
版

す
る
。
そ
れ
が
こ
の
映
画
の
原
点
で
あ
る
。

　

日
本
に
も
、生
活
綴
り
方
や
生
活
ノ
ー
ト
・

自
主
学
習
帳
等
の
実
践
の
歴
史
が
あ
る
。

華
々
し
い
実
践
で
は
な
い
。
し
か
し
、
子
ど

も
た
ち
の
生
活
の
現
実
に
寄
り
添
う
教
師
の

誠
実
な
実
践
だ
。
今
あ
ら
た
め
て
、
そ
の
誠

実
さ
を
大
切
に
し
た
い
。

　
「
欧
米
の
学
校
で
は
、
教
師
は
教
科
指
導

に
専
念
し
て
い
る
。
一
方
、
日
本
の
教
師
は

‥
」
と
い
う
言
い
回
し
を
よ
く
聞
く
。
か
つ

て
、
私
も
そ
う
思
っ
て
い
た
。
そ
の
上
で
、

日
本
の
人
権
教
育
が
、
生
活
背
景
の
厳
し
い

子
ど
も
に
と
っ
て
安
心
・
安
全
な
居
場
所
と

し
て
の
学
級
づ
く
り
を
大
切
に
し
て
き
た
実

践
の
歴
史
を
誇
り
に
思
っ
て
き
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
あ
る
映
画
を
見
て
そ
れ
は
欧

米
に
も
あ
る
の
だ
と
知
っ
た
。「
フ
リ
ー
ダ

ム
・
ラ
イ
タ
ー
ズ
」
と
い
う
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス

の
公
立
学
校
で
の
実
話
を
描
い
た
ア
メ
リ
カ

映
画
だ
。
そ
こ
で
は
、
教
師
が
自
分
の
仕
事

を
授
業
だ
け
と
限
定
す
る
こ
と
な
く
、
差
別

や
貧
困
の
中
を
生
き
る
子
ど
も
の
生
活
に
向

き
合
う
実
践
が
描
か
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、

そ
れ
は
驚
く
ほ
ど
日
本
の
実
践
と
つ
な
が
っ

て
い
た
。

　

主
人
公
エ
リ
ン
は
、
教
育
を
通
じ
て
子
ど

も
の
問
題
を
解
決
し
た
い
と
熱
意
を
も
つ
新

任
教
師
だ
。
し
か
し
現
実
は
厳
し
く
、
学
習

以
前
の
状
態
に
あ
る
生
徒
は
学
ぶ
意
欲
を
持

て
ず
、
教
室
は
荒
れ
、
他
の
教
師
た
ち
は
、

彼
ら
の
学
力
や
進
路
を
保
障
す
る
よ
り
、
退

学
し
て
い
く
の
を
待
っ
て
い
た
。

　

エ
リ
ン
は
父
親
に
相
談
す
る
。「
ど
う
し

た
ら
い
い
？
私
は
民
生
委
員
で
は
な
く
教
師

よ
。
で
も
、
あ
の
子
た
ち
は
14
、
５
歳
な
の

に
命
が
危
う
い
の
。」
そ
れ
に
対
し
て
父
親

は
こ
う
答
え
る
。「
外
で
起
き
る
こ
と
に
お

前
の
責
任
は
な
い
。
お
前
は
教
師
だ
、
授
業

に
専
念
し
ろ
、
仕
事
と
し
て
割
り
切
れ
。
そ

人
権
コ
ラ
ム「
き
ず
な
」
㊽

フ
リ
ー
ダ
ム
・
ラ
イ
タ
ー
ズ

神
村　

早
織

　
　
（
大
阪
教
育
大
学
）

　

住
民
課
（
環
境
衛
生
）

人　
　
　

権

特
設
人
権
相
談
所
開
設

　

人
権
擁
護
委
員
法
が
施
行
さ
れ
た
６
月
１

日
を
「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」
と
定
め
、
こ

れ
に
ち
な
み
特
設
人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま

す
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
地
域
の
み
な
さ
ん
の
身

近
な
相
談
相
手
と
し
て
、
法
務
大
臣
か
ら
任

命
さ
れ
、
村
で
は
３
人
の
人
権
擁
護
委
員
が

活
動
し
て
い
ま
す
。

　

女
性
・
子
ど
も
・
高
齢
者
な
ど
を
め
ぐ
る

さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
や
近
隣
と
の
ト
ラ
ブ

ル
な
ど
、
身
近
な
と
こ
ろ
で
困
っ
て
い
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
ひ
と
り
で
悩
ま
な
い

で
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
当
日
都
合
の
悪
い
人
は
、
人
権
擁

護
委
員
に
直
接
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時　

６
月
１
日（
木
）

　
　
　

午
後
２
時
～
４
時

場
所　

い
き
い
き
サ
ロ
ン
く
す
の
き
（
相
談

室
）

人
権
擁
護
委
員

•

田
中
鈴
代　

☎
�
７
３
８
７

•

西
浦
玲
子　

☎
�
０
３
８
２

•

清
水
初
代　

☎
�
０
３
２
８

〈
問
い
合
わ
せ
〉
住
民
課
（
人
権
）

平
成
29
年
度
第
１
号
介
護
保
険
料
の
第
２
期
（
５
月
分
）
の
納
期
限
は
、
５
月
31
日（
水
）で
す
。

口
座
振
替
は
、
５
月
25
日（
木
）で
す
。〈
問
い
合
わ
せ
〉
健
康
福
祉
課
（
高
齢
介
護
）

介
護
保
険
料
の
納
付

◆
一
般
書

バ
ラ
色
の
未
来�

（
真
山
仁
）

密
室
本
能
寺
の
変�

（
風
野
真
知
雄
）

不
発
弾�

（
相
場
英
雄
）

終
り
な
き
夜
に
生
れ
つ
く�

（
恩
田
陸
）

回
帰�

（
今
野
敏
）

ガ
ー
デ
ィ
ア
ン�

（
薬
丸
岳
）

騎
士
団
長
殺
し　

第
１
部
・
第
２
部

�

（
村
上
春
樹
）

秘
薬�

（
上
田
秀
人
）

北
町
同
心
一
色
帯
刀�

（
喜
安
幸
夫
）

風
の
か
た
み�

（
葉
室
麟
）

北
斎
ま
ん
だ
ら�

（
梶
よ
う
子
）

父
と
私�

（
田
中
眞
紀
子
）

大
人
の
流
儀　

さ
よ
な
ら
の
力

�

（
伊
集
院
静
）

が
ん
消
滅
の
罠�

（
岩
木
一
麻
）

地
中
の
記
憶�

（
ロ
ー
リ
ー
・
ロ
イ
）

わ
た
し
の
好
き
な
仏
さ
ま
め
ぐ
り

�

（
瀬
戸
内
寂
聴
）

古
布
に
魅
せ
ら
れ
た
暮
ら
し　

椿
色
の
章

　
◆
児
童
書

お
や
す
み
、
エ
レ
ン　

�

（
カ
ー
ル
＝
ヨ
ハ
ン
・
エ
リ
ー
ン
）

だ
れ
か
な
？
だ
れ
か
な
？

�

（
と
よ
だ
か
ず
ひ
こ
）

ざ
ん
ね
ん
な
い
き
も
の
事
典�

�

（
今
泉
忠
明
）

微
生
物
の
サ
バ
イ
バ
ル�

（
ゴ
ム
ド
リ
）

戦
後
の
サ
バ
イ
バ
ル�

（
も
と
じ
ろ
う
）
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　この教室では、家に閉じこもりがちになったり、軽い膝や腰の痛みがあって今までできていたことが徐々にでき
なくなりはじめている高齢者が対象です。体力づくりや筋力＆脳トレーニングなどを楽しく実践しながら学ぶこと
で、寝たきりや閉じこもりにならない身体づくり・仲間づくりをお手伝いします。

〈申し込み・問い合わせ〉健康福祉課

介　
　
　

護

千
早
赤
阪
村
認
知
症
地
域
支
援

推
進
員
を
ご
存
知
で
す
か

　

認
知
症
は
誰
も
が
か
か
る
可
能
性
が
あ
る

病
気
で
す
。
認
知
症
に
つ
い
て
正
し
く
理
解

す
る
こ
と
に
よ
り
、
認
知
症
の
人
に
対
し
て

適
切
な
対
応
が
で
き
る
だ
け
で
な
く
、
認
知

症
を
早
期
に
発
見
し
、
症
状
の
進
行
を
緩
や

か
に
す
る
た
め
の
治
療
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
認
知
症
の
人
や

そ
の
家
族
が
、
病
気
の
こ
と
や
認
知
症
の
人

へ
の
対
応
に
つ
い
て
な
ど
、
身
近
に
相
談
で

き
る
相
手
と
し
て
「
認
知
症
地
域
支
援
推
進

員
」
を
村
で
は
２
人
配
置
し
て
い
ま
す
。

　

認
知
症
地
域
支
援
推
進
員
は
、「
認
知
症

に
な
っ
て
も
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し

続
け
る
こ
と
が
出
来
る
地
域
づ
く
り
」
を
目

指
し
、主
に
次
の
よ
う
な
業
務
を
行
い
ま
す
。

・
認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
の
相
談
や
支
援

・�

認
知
症
が
身
近
な
病
気
で
あ
る
こ
と
を
理

解
し
て
も
ら
う
た
め
の
活
動

・�
認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
が
、
状
況
に
応

じ
て
必
要
な
医
療
や
介
護
な
ど
の
サ
ー
ビ

ス
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
医
療
機
関
な

ど
の
関
係
機
関
へ
の
つ
な
ぎ
や
連
絡
調
整

〈
問
い
合
わ
せ
〉
健
康
福
祉
課
（
福
祉
）

　

住
民
課
（
環
境
衛
生
）

健　
　
　

康

骨
粗
し
ょ
う
症
検
診
の
ご
案
内

　

骨
粗
し
ょ
う
症
と
は
カ
ル
シ
ウ
ム
の
不
足

か
ら
骨
の
量
が
減
少
し
、
骨
が
折
れ
や
す
く

な
る
状
態
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。
女
性
に
多

い
病
気
で
、
特
に
高
齢
に
な
る
と
こ
の
病
気

に
か
か
る
率
は
男
性
の
３
～
４
倍
に
も
な
り

ま
す
。
検
診
を
受
け
て
、
早
期
発
見
・
早
期

対
応
に
努
め
ま
し
ょ
う
。
こ
の
機
会
に
、
ぜ

ひ
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
者　

４
月
１
日
現
在
、
40
・
45
・
50
・

55
・
60
・
65
・
70
歳
の
女
性

検
診
の
内
容　

超
音
波
に
よ
る
骨
密
度
測
定
・

結
果
説
明

受
診
料　

無
料

検
診
実
施
機
関

５
月
１
日（
月
）～
９
月
29
日（
金
）ま
で

実
施
医
療
機
関

千
早
赤
阪
村
国
保
診
療
所（
保
健
セ
ン
タ
ー

内
）（
月
）～（
金
）午
後
９
時
～
正
午
及
び

（
月
・
水
・
木
）午
後
２
時
～
４
時
30
分

申
し
込
み
方
法　

電
話
ま
た
は
窓
口
に
て
、
保

健
セ
ン
タ
ー
で
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。

申
し
込
み
さ
れ
た
人
に
は
受
診
券
・
問
診
票

等
の
必
要
書
類
を
送
付
し
ま
す
。

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

　

健
康
福
祉
課
（
健
康
）

対 象 者

65歳以上の住民で下記の条件を満たす人
①介護認定を受けておらず、介護保険サービスを利用していない
②介助なしで座って行う運動が可能
③かかりつけ医がいる場合は、運動を許可されていること
※今までに当教室に参加されたことのある人は参加できません

日 程 １クール12回、週１回、約３か月間
６月30日～９月22日までの毎週金曜日（８月11日を除く）

時 間 午後１時30分～３時30分

場 所 保健センター　２階多目的室　または　３階集団指導室

内 容 開会式、体力測定、看護師による血圧など体調チェック、運動指導士による集団指導（イスで
の体操やトレーニング、介護予防に関する講義）、修了式　など

定 員 15人（原則、全回参加できる人優先。申し込み後、対象者条件を満たしているか確認の上、参
加決定通知送付）

申 込 期 間 ５月１日（月）～31日（水）まで

参 加 費 スポーツ保険（希望者のみ）1,200円／人と毎回参加時に250円／回

送 迎 あり（希望者のみ自宅または自宅付近まで送迎します）

ふれあい元気教室参加者募集
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《千早赤阪メモリアルパークでお墓を建てよう！！》

株式会社メモリアルアートの大野屋　南大阪営業所　０１２０－６１－３３８８（通話料無料）
〒 585-0041　大阪府南河内郡千早赤阪村水分 851　℡ 0721-72-1115 ／ Fax　0721-72-1119

『墓じまい』と聞くと今あるお墓を撤去し、更地に戻す。お墓を持たない新しい選択と思っていませんか？？
実は『墓じまい』はお墓の引越しを行う上での流れの一つです。

今あるお墓に納めているご遺骨、お墓を撤去した後は合葬墓や樹木葬へと、
お考えになる方も多いかと思います。『墓じまい』を終え、

新しい埋葬先へご遺骨を納めることを改葬（お墓の引越し）と言います。
『千早赤阪メモリアルパーク』は１聖地 永代使用料 26万円より。

広 告

〉
せ
わ
合
い
問
の
載
掲
告
広
〈　

課
務
総

この機会に『千早赤阪メモリアルパーク』にお墓をお引越ししませんか？

地域子育て支援センターの催し
　地域子育て支援センターは、村内で子育てをする人たちをさまざまな取り組みで応援する施設です。
専任の保育士が常駐していますので気軽に遊びに来てください。

〈予約・問い合わせ〉地域子育て支援センター ai ♡げんき（げんき保育園内）☎�7868

〈５月の予定〉〈開室日時：月～金曜日（祝日は休み）　午前９時～午後３時〉
日・曜日 時　　間 場　　所 内　　容

９ 火 午前10時～11時 いきいきサロンやまゆり前広場 ニコニコタイム（雨天中止）

10 水 ★ 午前10時出発予定
正午帰園予定 石川河川敷沿い こいのぼり見学

費用　バス代200円（一家庭）

12 金 ★ 午前10時30分～

地域子育て支援センター

のりあそび
（予約は１週間前まで）

16 火 ★ 午前10時～ プチトマト苗植え（雨天中止）
（予約は８日（月）まで）

17 水 ★ 午前10時～10時30分 げんき親子体操
（予約は12日（金）まで）

23 火 午前10時～11時 いきいきサロンやまゆり前広場 ニコニコタイム（雨天中止）

24 水 ★ 午前10時30分～11時

地域子育て支援センター

英語あそび・発育測定
（予約は19日（金）まで）

30 火 ★ 午前10時30分～ おもちゃ作り
（予約は１週間前まで）

31 水 ★ 午前10時～11時30分
寄せ植え教室
費用　500円
（予約は８日（月）まで）

☆今月の一押し　�
　こいのぼり見学　 アンパンマンバスに乗って、石川河川敷沿いにこいのぼりを見に行きます。なお、参加希望者が５人

以下の場合は中止となりますので、ご了承ください。２日（火）までに予約してください。
のびのびげんきひろば
　自由に遊んだり、自由におしゃべりしたりして、親子で
のびのびしましょう。
日時　毎週月曜日（祝日などの場合は翌日の火曜日）
　　　午前10時～11時30分
場所　保健センター３階集団指導室

げんき広場（自由来園）
　自由に親子で遊びながら、お友達と交流しましょう。
日時　毎週月～金曜日　午前９時～午後３時

園庭開放
　園庭で自由に遊びましょう。
日時　毎週金曜日　午前９時～正午

子育て育児相談
•電話相談（毎週月～金曜日）午前９時～午後３時
•面接相談★

備考　�★マークは、事前に電話予約が必要です。催しで費用の記載のないものは無料です。雨天の場合や講師などの都
合で活動が中止または変更となる場合があります。詳しくは、ホームページや窓口にある『地域子育て支援センター
ai ♡げんきだより』をご覧ください。

気
象
・
住
居
な
ど
の
環
境
に
よ
っ
て
、
音
声
が
反
響
し
放
送
が
聞
き
取
り
に
く
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
放
送
を
聞
き
逃
し
た
、
放
送
が
聞
き
取
れ
な
か
っ
た
場
合
は

『
防
災
行
政
無
線
テ
レ
ホ
ン
ガ
イ
ド
』
で
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
※
録
音
さ
れ
た
内
容
は
、
一
定
時
間
で
消
去
さ
れ
ま
す
。

『
防
災
行
政
無
線
テ
レ
ホ
ン
ガ
イ
ド
』

☎
�
１
３
８
８
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〈問い合わせ〉施設整備課

　排水設備工事指定業者が下記のとおり更新されました。
　排水設備の新設、改造工事は、必ず村の指定している排水設備業者に依頼してください。
　村では、一定の技術と基準を保ち、管理・指導をスムーズに行なうため「指定業者制度」を採用しています。
※排水設備工事は、村指定業者しかできません。（下枠の業者名簿参照）
※指定業者は、工事の依頼を受けると、申請や工事に関する書類手続きなどをすべて代行します。
※工事費は、自己負担です。（融資あっせん制度があります。）
※指定業者から必ず見積書をもらい、契約を交わしてから工事を依頼してください。

　 指定業者名 住　　　　　所 電　話
1 有限会社　北口設備 千早赤阪村大字水分289番地甲 0721-72-1244
4 大浦水道工業 千早赤阪村大字東阪532番地 0721-72-0208
5 辻元設備工業 富田林市錦織東２丁目16番８号 0721-26-3345
6 有限会社　ニコー設備 堺市中区東山900番地ジョイビル201号 072－230－1112
7 大顕工業 富田林市別井１丁目３番５号 0721－26－0302
8 株式会社　南口組 富田林市甲田１丁目10番１号 0721－25－1112
9 有限会社　熊取工房 高石市東羽衣７丁目１番８号 072－263－7506
10 株式会社　共進社工業所 東大阪市西堤楠町３丁目２番11号 06－6788－2223
12 大八建設工業株式会社 河内長野市西之山町13番28号 0721－53－2645
13 株式会社　不動設備 富田林市大字彼方472番地の１ 0721－34－0482
14 工和工業株式会社 堺市中区土塔町2326番地の７ 072－237－7807
16 株式会社　田中水道設備 河内長野市松ヶ丘西町1529番地 0721－53－5375
17 有限会社　クニキ設備 富田林市若松町東１丁目８番７号 0721－23－4123
18 北野設備株式会社 富田林市大字龍泉487番地 0721－35－4872
19 北野工業株式会社 千早赤阪村大字川野邊181番地の甲 0721－72－0547
20 タナカ理研株式会社 富田林市西板持町１丁目86番地 0721－34－1288
23 株式会社　大起建設 富田林市常盤町13番29号 0721－25－7774
24 藤野興業株式会社 富田林市山中田町１丁目11番８号 0721－24－0118
25 株式会社　笹原住設 富田林市大字甘南備918番地１ 0721－33－3350
26 太田設備工業所 松原市西野々１丁目８－11 072－349－2670
29 久保工業株式会社 富田林市山中田町１丁目14番25号 0721－25－2595
30 矢倉土木建株式会社 千早赤阪村大字東阪485番地の３ 0721－72－0573
32 杉田造園株式会社　大阪南支店 千早赤阪村大字森屋371番地 0721－72－1296
36 有限会社　三和工業所 富田林市甲田２丁目７番10号 0721－23－3848
38 株式会社　関住 富田林市常盤町３番９号 0721－25－1245
40 大和住器株式会社 河内長野市西代町11番28号 0721－52－3536
41 千福建設株式会社 千早赤阪村大字東阪179番地 0721－72－0927
42 株式会社　谷組 河内長野市喜多町514番地 0721－62－5025
43 株式会社　森水道工業所 堺市北区新金岡町５丁７番328号 072－253－9224
47 株式会社　クラシアン 堺市中区深井清水町3487番地 072－281－6511
48 有限会社　ゴトウ設備 河内長野市清水316－１ 0721－60－2408
51 株式会社　メイテック 河内長野市南ヶ丘36番14号 0721－63－1899
52 株式会社　樫儀設備 堺市堺区東湊町３丁192番地の２ 072－241－2719
54 杉元設備工業株式会社 藤井寺市道明寺５丁目４番３号 072－953－8154
55 藤野水道工業 河南町大字寛弘寺404番地 0721－93－3052
56 キタグチ設備 河内長野市寿町５番27号 0721－54－0546
57 上原水道建設株式会社 河内長野市三日市町215番地の５ 0721－62－6509
58 康竹工業株式会社 富田林市富田林町５－22 0721－24－0268
59 北野水道工業所 富田林市別井３丁目７番38号 0721－24－0039
60 ダイショウ設備 河内長野市原町６丁目10番28号 0721－54－0300

排水設備工事指定業者について

千早赤阪村排水設備工事指定業者名簿
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そ
の
他
の

　
お
知
ら
せ

楠
公
史
跡
保
存
会
会
員
募
集

　

本
会
は
、
村
内
の
史
跡
整
備
や
清
掃
奉
仕

活
動
、
資
料
館
の
管
理
や
道
の
駅
売
店
の
運

営
に
日
々
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
バ

ス
ツ
ア
ー
や
楠
公
祭
、
史
跡
探
訪
な
ど
、
会

員
相
互
の
交
流
行
事
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

本
会
の
趣
旨
に
賛
同
し
、
ご
支
援
い
た
だ

け
る
人
の
入
会
を
お
願
い
し
ま
す
。

年
会
費　

三
千
円

受
付　

随
時

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　
（
一
社
）
千
早
赤
阪
楠
公
史
跡
保
存
会

　

☎
�
１
５
８
８

社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
お
知
ら
せ

寄　
　

付

　

ご
芳
志
は
、
地
域
福
祉
の
向
上
の
た
め
に

有
意
義
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
敬
称
略
〉

社
会
福
祉
協
議
会
善
意
銀
行

◎
浦
野　

功
（
中
津
原
２
７
８
番
地
）

　

５
万
円

　

亡
母　

ヨ
シ
エ
氏
の
供
養
と
し
て

◎
下
門　

義
永
（
吉
年
２
０
９
番
地
）

　

５
万
円

　

亡
父　

進
氏
の
供
養
と
し
て

赤
十
字
募
金

　

６
月
30
日（
金
）ま
で
「
赤
十
字
社
員
増
強

運
動
」（
社
資
募
金
活
動
）
を
行
い
ま
す
。

　

日
本
赤
十
字
社
で
は
、
こ
の
資
金
を
も
と

に
災
害
救
護
活
動
を
は
じ
め
国
際
活
動
、
医

療
、
血
液
事
業
、
福
祉
事
業
な
ど
の
幅
広
い

事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

募
金
は
、
千
早
赤
阪
村
分
区
（
村
社
会
福

祉
協
議
会
）
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
皆
様

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

千
早
赤
阪
村
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
�
０
２
９
４

【
質
問
】

　

コ
イ
ン
パ
ー
キ
ン
グ
の
駐
車
券
を
紛
失

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。「
紛
失
し
た
場
合

は
こ
ち
ら
へ
」
と
書
か
れ
た
ボ
タ
ン
を
押

し
た
ら
請
求
金
額
が
２
万
円
と
表
示
さ
れ

ま
し
た
。

　

急
い
で
い
た
た
め
仕
方
な
く
２
万
円
を

支
払
っ
て
出
庫
し
ま
し
た
が
、
30
分
も
利

用
し
て
お
ら
ず
、
本
来
の
料
金
は
１
０
０

円
の
は
ず
な
の
に
、
高
額
の
請
求
に
納
得

で
き
ま
せ
ん
。

【
回
答
】

　

コ
イ
ン
パ
ー
キ
ン
グ
の
利
用
料
な
ど
に

つ
い
て
は
施
設
内
に
掲
示
が
し
て
あ
り
ま

す
。

　

紛
失
時
の
記
載
に
つ
い
て
も
確
認
し
ま

し
ょ
う
。

　

余
り
に
も
高
額
だ
と
感
じ
ら
れ
納
得
で

き
な
い
場
合
は
、
そ
の
ま
ま
出
庫
す
る
の

で
は
な
く
、
そ
の
場
で
連
絡
先
に
電
話
を

し
、
紛
失
時
の
請
求
金
額
の
根
拠
に
つ
い

て
コ
イ
ン
パ
ー
キ
ン
グ
運
営
会
社
に
き
ち

ん
と
説
明
を
求
め
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が

重
要
で
す
。

　

駐
車
券
は
精
算
の
時
ま
で
必
ず
無
く
さ

な
い
よ
う
大
切
に
管
理
し
ま
し
ょ
う
。

【
解
説
】

　

コ
イ
ン
パ
ー
キ
ン
グ
の
駐
車
券
を
紛
失

し
、
高
額
な
料
金
を
請
求
さ
れ
た
と
い
う

ト
ラ
ブ
ル
が
み
ら
れ
ま
す
。
通
常
の
利
用

料
金
を
は
る
か
に
超
え
る
よ
う
な
高
額
な

料
金
を
請
求
す
る
と
い
う
利
用
規
約
は
消

費
者
契
約
法
に
い
う
不
当
条
項
（
消
費
者

契
約
法
第
10
条
）
に
該
当
し
、
不
当
な
請

求
と
な
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
金

額
の
程
度
、
利
用
規
約
の
表
示
方
法
、
利

用
者
が
利
用
時
間
を
合
理
的
な
根
拠
を

も
っ
て
説
明
し
た
場
合
に
は
通
常
の
利
用

料
金
に
な
る
の
か
否
か
な
ど
次
第
で
、
消

費
者
契
約
法
に
い
う
不
当
条
項
に
該
当
し

う
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

コ
イ
ン
パ
ー
キ
ン
グ
に
関
す
る
ト
ラ
ブ

ル
で
は
駐
車
券
の
紛
失
以
外
に
「『
一
日

最
大
５
０
０
円
』
の
は
ず
な
の
に
、
高
額

な
利
用
料
金
を
請
求
さ
れ
た
」「
24
時
を

過
ぎ
た
ら
一
日
最
大
料
金
が
適
用
さ
れ
な

い
」「
平
日
料
金
と
休
日
料
金
の
違
い
が

分
か
り
づ
ら
い
」
と
い
っ
た
事
例
が
寄
せ

ら
れ
て
お
り
、
表
示
に
関
す
る
問
題
点
が

見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
国
民
生
活
セ
ン

タ
ー
で
注
意
喚
起
す
る
と
と
も
に
関
係
団

体
に
適
切
な
表
示
を
す
る
こ
と
な
ど
要
望

し
て
い
ま
す

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

富
田
林
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

※�

千
早
赤
阪
村
・
富
田
林
市
・
太
子
町
・

河
南
町
の
消
費
者
相
談
は
「
富
田
林
市

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
」
で
行
って
い
ま
す
。

開
所
日
時　

月
～
金
曜
日

午
前
９
時
～
正
午
、午
後
１
時
～
４
時（
祝

日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

場
所　

富
田
林
市
役
所
１
階
７
番
窓
口
奥

☎
㉕
１
０
０
０
（
内
線
１
８
６
）

消
費
生
活
ひ
と
こ
と
ア
ド
バ
イ
ス
�
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行
政
書
士
無
料
相
談（
予
約
制
）

日
時　

５
月
27
日（
土
）
午
後
１
時
～
４
時

場
所　

河
内
長
野
市
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

　
　
　
（
キ
ッ
ク
ス
）
３
階

内
容　

相
続
・
遺
言
、
成
年
後
見
制
度
、
交

通
事
故
、
法
人
設
立
、
契
約
・
内
容
証
明
、

各
種
許
認
可
な
ど
の
相
談

〈
予
約
・
問
い
合
わ
せ
〉

　

大
阪
府
行
政
書
士
会
南
大
阪
支
部　

　

山
下　

☎
�
８
０
１
６

ミ
ニ
介
護
面
接
会
＆
相
談
会

日
時　

５
月
18
日（
木
）
午
後
２
時
～
４
時

（
午
後
３
時
30
分
で
受
付
終
了
）

場
所　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
河
内
長
野　

２
階
大

会
議
室
（
河
内
長
野
市
昭
栄
町
７-

２
）

対
象
者　

介
護
業
界
で
の
仕
事
を
希
望
す
る

求
職
者

参
加
企
業　

５
社

持
ち
物　

履
歴
書
・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
紹
介
状

（
複
数
企
業
を
面
接
す
る
人
は
、
履
歴
書
を

複
数
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。）

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
河
内
長
野

☎
�
３
０
８
１
（
41
＃
）

が
ん
市
民
公
開
講
座

　

住
民
の
皆
さ
ん
向
け
に
、
が
ん
に
関
す
る
講
演
を
行
い

ま
す
。

　

医
師
な
ど
の
講
演
の
ほ
か
に
、
清
水
健
氏
（
キ
ャ
ス

タ
ー
・
「
１
１
２
日
間
の
マ
マ
」
著
者
）
を
招
き
『
大
切

な
人
の
「
想
い
」
と
と
も
に
』
と
い
う
テ
ー
マ
で
お
話
を

い
た
だ
き
ま
す
。

　

皆
さ
ん
、
お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　

５
月
27
日（
土
）

開
場　

午
前
11
時
か
ら　

開
演　

午
後
１
時

場
所　
ラ
ブ
リ
ー
ホ
ー
ル
（
河
内
長
野
市
西
代
町
12-

46
）

費
用　

無
料

申
し
込
み　

不
要

〈
問
い
合
わ
せ
〉
大
阪
南
医
療
セ
ン
タ
ー
経
営
企
画
室　

☎
�
５
７
６
１

自動車税の納期限は５月31日（水）です。
　納税通知書裏面に記載の金融機関、大阪府内の郵便局、コンビニエンスストア、府税事務所
で納税することができます。
　また、パソコンや携帯電話からクレジットカードでの納税もできます。さらに、府税収納を
扱う金融機関（ゆうちょ銀行を除く。）のPay-easy（ペイジー）に対応している方法による
納税が可能です。
　詳しくは、各金融機関に確認してください。

ＨＰ 府税あらかると 検索⬅
自動車税に関するお問合せはコチラまで！	
自動車税コールセンター　　０５７０－０２

ふ ぜ い コ ー ル

０１５６	
大阪府

自動車税の納期限
大阪府からのお知らせです。 大阪府広報担当

副知事もずやん
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一
年
検
査
の
た
め
、
５
月
30
日（
火
）～
31
日（
水
）運
転
を
休
止
し
ま
す
。
〈
問
い
合
わ
せ
〉
金
剛
山
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ　

☎
�
０
２
１
０

金
剛
山
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
運
休
の
お
知
ら
せ

広
報
「
ち
は
や
あ
か
さ
か
」

平
成
29
年
４
月
号
掲
載
記
事

の
訂
正
に
つ
い
て

　

広
報
「
ち
は
や
あ
か
さ
か
」
平
成
29

年
４
月
号
に
掲
載
し
た
『
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
の
お
知
ら
せ
』（
13
頁
）
の

被
保
険
者
均
等
割
額
の
軽
減
に
関
す
る

表
に
つ
い
て
、
記
載
に
誤
り
が
あ
っ
た

た
め
、
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

訂
正
内
容
に
つ
い
て
は
左
表
の
と
お
り

で
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
住
民
課
（
後
期
高
齢
）

　村体育協会加盟の各団体では、クラブチーム・クラブ会員を募集しています。
　あなたも健康維持・増進のため、また仲間づくりのために一緒にスポーツを楽しみませんか。
※詳細（対象・活動時間・大会日程など）については、各連盟・クラブに問い合わせください。

所得の判定区分
世帯（同一世帯内の被保険者と世帯主）の総所得金額など

軽減
割合

軽減後の被保険者
均等割額（年額）

基礎控除額
（33万円）まで

当該世帯の被保険者
全員の各所得

0円
（公的年金控除
額は80万円と
計算する

9割 5,164円

0円でない 8.5割 7,747円
【基礎控除額（33万円）＋27万円×被保険者数】まで 5割 25,824円
【基礎控除額（33万円）＋49万円×被保険者数】まで 2割 41,319円

所得の判定区分
世帯（同一世帯内の被保険者と世帯主）の総所得金額など

軽減
割合

軽減後の被保険者
均等割額（年額）

基礎控除額
（33万円）まで

当該世帯の被保険者全員の各所得
（ただし、公的年金控除額は、80
万円と計算する）

0円 9割 5,164円

0円でない 8.5割 7,747円

【基礎控除額（33万円）＋26万円×被保険者数】まで 5割 25,824円
【基礎控除額（33万円）＋49万円×被保険者数】まで 2割 41,319円

正

誤

連盟・クラブ名 活動場所 活動日など 問い合わせ

軟 式 野 球 連 盟 村 民 運 動 場 大 会 な ど 谷口　年一　☎�7172

ソ フ ト ボ ー ル 連 盟 村 民 運 動 場 大 会 な ど 植野　敏昭　☎�1243

テ ニ ス 連 盟 村 立 テ ニ ス コ ー ト 土 ・ 日 曜 日 中野　義信　☎�7519

ゴ ル フ 連 盟 グロワールゴルフクラブ 大 会 な ど 高塚　雅紀　☎�7002

バ レ ー ボ ー ル 連 盟 海 洋 セ ン タ ー 他 土 ・ 日 曜 日 武部なおみ　☎�1472

空 手 道 ク ラ ブ
海 洋 セ ン タ ー 土 曜 日

村田　　茂　☎�7443
千 早 小 吹 台 小 学 校 日 曜 日

卓 球 ク ラ ブ 海 洋 セ ン タ ー 日 曜 日 森井　　稔　☎�0975

少 年 サ ッ カ ー ク ラ ブ 村 民 運 動 場 他 土 ・ 日 曜 日 田中　伸義　☎�7387

少年ソフトボールクラブ 村 民 運 動 場 他 土 ・ 日 曜 日 日谷　順彦　☎�0998

体操
連盟

リ ズ ム 体 操 海 洋 セ ン タ ー 水 曜 日 山上　孝代　☎�7023

３ Ｂ 体 操

海 洋 セ ン タ ー 火 曜 日

瀬戸　葉子　☎�1279いきいきサロンやまゆり 水 曜 日

いきいきサロンくすのき 金 曜 日

いきいきサロンくすのき 月 曜 日 中野　幸子　☎�4758

バスケットボールクラブ
村 立 中 学 校 月 ・ 火 曜 日

川口　嘉子　☎�1275
海 洋 セ ン タ ー 土 曜 日

少 林 寺 拳 法 海 洋 セ ン タ ー 金 曜 日 東　　省三　☎㉑7408

●  クラブチーム ・ クラブ会員募集  ●
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金剛警備隊に感謝状
　３月９日、金剛警備隊に富田林警察署長から長年の金剛山警備活動に対して、感謝状が贈呈されました。
　金剛警備隊は昭和35年に結成されたボランティア団体で、毎年１・２月の日曜・祝日に村内の駐在所員と
共に金剛山頂の詰所に常駐し、負傷者の救護や迷い人の捜索、登山道の案内等を行っています。

　春の訪れを感じる４月に、幼稚園、各小中学校で入園式および入学式が行われました。
　幼稚園４名、赤阪小学校14名、千早小吹台小学校16名、村立中学校38名の新入生が夢と希望
を抱き、これから始まる新生活に心躍らせていました。とう！

感謝状の贈呈を受ける金剛警備隊　房隊長（左）

金剛警備隊

赤阪小学校 千早小吹台小学校
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・近況は・・・
　短期大学の医療秘書学科へ通っています。
・趣味は・・・
　おいしいものを食べ歩くことです。今はカ
フェ巡りにはまっています。
・夢は・・・
　医療関係の職場に就き、信頼される人になる
ことです。
・最近、楽しいと思ったことは・・・
　友達とディズニーへ行ったことです。
　写真をたくさん撮ったので、見返して思い出
に浸っています。
・思い出のアルバムから・・・

・千早赤阪村について・・・
　自然がいっぱいで、夜は星がきれいなところ
が大好きです。
　四季折々の自然があるところが魅力だと思い
ます。
・次号は・・・
　中学校の同級生の道端祐介君です。
・道端君へメッセージを・・・
　近々ボーリング行こうね！また会ったときよ
ろしく！

千早　	辻　脇	　	邑　佳	さん
＜19歳　かに座＞

TsujiwakiYuuka

森屋　たけべ　じゅな　ちゃん
（　武　部　樹　奈　）

　　　　　　　　　　　　　　平成21年４月23日生まれ

	 たけべ　ひろは　ちゃん
（　武　部　紘　葉　）

　　　　　　　　　　　　　　平成25年12月31日生まれ

	 たけべ　けいた　くん
（　武　部　桂　汰　）

　　　　　　　　　　　　　　平成25年12月31日生まれ
けんかもするけどとっても仲良しな３人。
これからも元気に大きくなってね。

　父・訓和さん　母・加奈子さん

入園・入学おめで

３歳のときに家族でサバーファームへ行っ
たときの写真です。

村立中学校

306
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ご み 収 集

し 尿 収 集

相 　 　 談

人 の 動 き
村国保診療所の診療曜日・時間が変わりました

•村国保診療所　水分195－１（保健センター内）☎�0038
　午前診　（月）～（金）午前９時～正午
　午後診　（月）（水）（木）　午後２時～４時30分
•村国保千早診療所　千早184－１　☎�0240
　午後診　（火）（金）　午後２時～４時

名　　　　　　称 連絡先・時間など

休 日 診 療

内科・歯科
（歯科は午前のみ）

休日診療所　☎㉘1333
富田林市向陽台１－３－38
午前９時～11時30分／午後１時～３時30分

小 児 科
富田林病院　☎㉙1121（代表）
富田林市向陽台１－３－36
午前９時～11時30分／午後１時～３時30分

小 児 夜 間 救 急
（当番病院紹介）

富田林市消防署　☎㉓9919
午後８時～翌朝８時（１年中）
土・日・祝・年末年始は午後４時から

救急安心センターおおさか ＃7119または☎06（6582）7119
24時間対応（１年中）

大阪府小児救急電話相談
（受診するかどうかの判断の参考に）

＃8000または☎06（6765）3650
午後８時～翌朝８時（１年中）

大阪府救急医療情報センター
（各科医療機関の診療状況照会）

☎06（6693）1199
24時間対応（１年中）

「こどもの救急」ホームページ
（受診するかどうかの判断の参考に） http://kodomo－qq.jp/
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種　　　類 月　日 受　付 対　　象

健　

診

4 か月児健康診査
5月24日㈬

午後1時
～1時10分

平成28年12月・
平成29年１月生

1 歳 児 健 康 診 査 午後1時15分
～1時25分 平成28年４・５月生

広　

場

のびのびげんきひろば
（ai♡げんきの出張ひろば）

5月1日・8日・
15日・22日・
29日・6月5日㈪

午前10時
～11時30分

就学前の乳幼児と
保護者

あ か ち ゃ ん 広 場
（交流会・遊び・相談） 5月15日㈪ 午前10時

～11時30分
0～1歳ごろまでの
乳幼児と保護者

相　
　

談

無料 弁護士相談・
保健師こころの相談 5月12日㈮

午後２時～
（要予約、１人30分程度）
（初回の人優先）
（プライバシーは守ります）

借金・家庭・労働問
題など法律相談を希
望する人
（同日に身体やこころ
の相談も行います）

保健師による健康相談
（電話・来庁） 5月16日㈫ 午前10時～正午

（来庁の場合要予約）
健康・育児・介護など
相談を希望する人

個別健康栄養相談 5月26日㈮ 午後１時30分～
（要予約）

食事療法が必要な人、
健康のため食生活を改
善したい人

　※個別禁煙相談は希望に応じて随時実施します（要予約）

休日・夜間の医療機関など

この広報紙は再生紙を使用しています。
古紙配合率100％再生紙
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も え る ご み
（火・金曜日）

５月２日（火）・
５日（金）・９日（火）
１2日（金）・１6日（火）
１9日（金）・23日（火）
26日（金））・30日（火）
６月２日（金）

粗 大 ご み
（第１水曜日）

５月３日（水）
６月７日（水）

プラスチック製容器包装
（第２・４木曜日）

５月11日（木）
　　25日（木）

ペ ッ ト ボ ト ル
（第３木曜日） ５月18日（木）

空カン・空ビン
（第４水曜日） ５月24日（水）

各地区ミゼット車 ５月17日（水）予定

森屋、水分、川野邉、二河原邉
桐山、小吹、吉年 ５月29日（月）予定

千早、東阪、中津原 ５月30日（火）予定

心配ごと ６月１日（木）
５月は祝日のためありません

児　　童 ６月１日（木）
５月は祝日のためありません

行　　政 ６月１日（木）
５月は祝日のためありません

人　　権

毎日（土日祝、年末年始を除く）
午前９時～午後５時
住民課　☎�0081
（※河南町・太子町役場でも相談可）
河南町住民生活課☎�2500
太子町住民人権課☎�5515
いずれも予約不要。電話相談可。

時間　午後１時～３時
場所　保健センター１階（相談室）

総人口　5,454人（－13）
　男　　2,587人（－６）
　女　　2,867人（－７）
世帯数　2,345戸（－７）

３月末日現在、（�　）�は対前月比

就　　労
毎日（土日祝、年末年始を除く）
午前９時～午後５時30分
観光・産業振興課

ごみは、午前７時までに必ず出しましょう

教　　育
毎日（土日祝、年末年始を除く）
午前９時～午後５時30分
教育委員会事務局教育課

この広報紙は再生紙を使用しています。
古紙配合率100％再生紙

健康診査＆相談など


